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要旨(Abstract) 

本稿では、我が国における「これから求められる力」に関する能力概念の整理をした上で、奈良学園大

学人間教育学部を事例として、「育成したい学生像」の能力指標を提示することを目的としている。新学

習指導要領の完全実施や大学入学共通テストの導入などにより、2020 年に向けた教育改革が粛々と進行

する中、大学教育にも大きな影響があると予想される。本稿では、第１に、社会から求められる能力概念

の整理と学部特性を整理し、第２に AP、CP、DP から育成したい学生像の能力項目の抽出を行い、第３に

能力指標を提示した。能力指標作成にあたっては、①測定される側の発達水準を考慮すること、②人間教

育のあり方や目指す方向性を能力指標に反映させること、③能力の「芽生え」（ショプラー；2007）に注

目するという観点を提示した。 

キーワード：人間教育、Education2030、AP・CP・DP マネジメント、教育の質の保証

１．はじめに 

本稿では、我が国における「これから求められる力」に関する能力概念の整理をした上で、奈良学園大

学人間教育学部を事例として、「育成したい学生像」の能力指標を提示することを目的としている。 

 1990 年代以降のグローバル化、情報化、流動化等の社会の変化を受け、教育界では、社会の中で活躍

できる資質・能力とは何か？は常に問われ続け、様々な能力やその指標が提唱されてきた。（表 1）現在

では、新学習指導要領の完全実施や大学入学共通テストの導入などにより、2020 年に向けた教育改革は

粛々と進行している。この教育改革にて提示されている事柄とは、①「何を学ぶか」だけではなく、「何

ができるようになるのか」知識を活用する力を求める「教育改革」、②使える英語力を目指して、学習開

始年齢の前倒しによる４技能取得を求める「英語改革」、③学んだことの理解だけでなく、知識を活用す

る力・学びに向かう力も評価する「大学入試改革」である。 

大学教育は、こうした教育改革に連動する形で、今後、大きく変化するといえよう。その中で、本学部

においても、「人間教育」という学部特性を踏まえた上で、社会の中で活躍できる資質・能力を念頭に置

き、「育成したい学生像」を整理・構造化し、能力指標として提示することは喫緊の課題であると考えて

いる。そして、ここで、本学部の名称である「人間教育」とは何かについて補足もしておきたい。本稿で

いう「人間教育」とは、梶田叡一を代表としたベンジャミン・ブルームの理論を実践的に展開しようとす

る研究会（1989 年に人間教育研究協議会となる）に端を発する。研究会では、ブルーム理論を土台と

し、「落ちこぼれ・落ちこぼし」を出さない教育を実現するマスタリー・ラーニングの理論、それを方法
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的に支える形性的評価の理論、教育目標の分類体系（タキソノミー）が検討され、「学力保障と成長保障

の両全」を総括的に目指すことが目標とされた。梶田（2014）は、「「人間教育」という言葉は、教育に

よって何を実現するかという教育目標にかかわる面と、教育活動やカリキュラム、制度等といった教育の

具体的なあり方に関する面との 2つの面を持つ」（p.3）と述べ、「〈我々の世界〉（世の中）において

活躍できる知識や技能、思考力や判断力、そして関心や意欲を育成していくことは、教育の本質的かつ不

可欠の課題である。しかし、そうした面での育ちが、〈我の世界〉（その人の独自固有な世界）を生きる

力の育ちによって土台づけられていなければ、どんなに社会的に活躍し地位と名声と富を獲ち得ようが、

空しい人生となることは明々白々である」（p.3）とし、〈個々人のはらむ豊かで建設的な潜在的可能性

の全面開花＝自己実現〉を教育の基本的な目標と位置付けている。ここでいう「自己実現」とは、没価値

的なものではない。教育の目標が、世俗的な競争の中で地位・富・名声の獲得を可能にするものでしかな

いなら、それは非人間的な教育だといえる。自己実現を目指した教育とは、人間としての高次なあり方 1

を志向するものである。本稿では、こうした「人間教育」の考え方を踏まえ、能力指標の作成を試みる。 

表１ 諸外国の教育改革における資質・能力目標 

出典：文部科学省（2013）「育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評価の在り方に関する 

検討会（第６回）の配付資料より抜粋 

1 梶田（2014）は、人間としての高次なあり方について、「〈知〉（Scientia）に裏付けられた〈徳〉（Virtus）を備

えていることである。〈知〉とは、個々人の主体性の基盤である認識世界を拡大深化させ、合理的に機能するようにさ

さえることであり、「理性」「悟性」までをも含むものである。この〈知〉を基盤として、自分の人生を自らの責任に

おいて引き受け、自分自身に誠実に生きる「誠」が、そして「共生・共益」を実現する「和」と「愛」が、具体的な

〈徳〉のあり方として目指されるべきであろう」（p.3）と述べている。 
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２．我が国における「これから求められる力」とは（執筆者：伊崎） 

（１）学校教育法が定義する「学力の三要素」と「Education2030」の能力概念の整理

 我が国における「これから求められる力」とは、学校教育法が定義する「学力の三要素」であり、その

規定をふまえ、「1.基礎的な知識・技能」、「2.思考力・判断力・表現力等の能力」、「3.主体的に学習

に取り組む態度」と簡略化して紹介されることが多い。ただ、学校教育法に基づく「学力の三要素」は小

学校教育が対象であり、高等教育における「学力の３要素」とは、中央教育審議会（2014）「新しい時代

にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的改革について

（答申）」（いわゆる「高大接続改革答申」）において、「1.基礎的な知識・技能」、「2.思考力・判断

力・表現力等の能力」、「3.主体性・多様性・協働性」と示されている。そこでは、「学力の三要素を、

社会で自立して活動していくために必要な力という観点から捉え直し、高等学校教育を通じて(ⅰ)これか

らの時代に社会で生きていくために必要な、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度（主体性・

多様性・協働性）」を養うこと、(ⅱ）その基盤となる「知識・技能を活用して、自ら課題を発見しその

解決に向けて探究し、成果等を表現するために必要な思考力・判断力・表現力等の能力」を育むこと、

(ⅲ)さらにその基礎となる「知識・技能」を習得させること。大学においては、それを更に発展･向上さ

せるとともに、これらを総合した学力を鍛錬すること」(pp.6-7)と述べられている。 

新学習指導要領は、「何ができるようになるか」、「何を学ぶ

か」、「どのように学ぶか」という方向性で改訂された。「学力の

三要素」を「何ができるようになるか」に対応させ、「資質･能力

の三つの柱」としてまとめている。資質･能力として、知識を含め

概念規定しているところに留意したい。「2.思考力・判断力・表現

力等」には、PISA リテラシーの影響が強く反映されている。また、「学力の三要素」の「主体的に学習

に取り組む態度」に対応する「3.学びに向かう力・人間性等」は、「高大接続改革答申」において「主体

性・多様性・協働性」と示されているように、情意的・社会的側面が重視されている。

 こうした「学力の三要素」の整理には、OECD の「Education2030」の能力概念が理論的な裏づけとして

用いられている。「Education2030」の能力概念は、「知識」、「スキル」、「人間性」の３つと、自分

の学びをどう省察し学び続けるかという「メタ学習」で構成されている。能力として、創造性、コミュニ

ケーション力、協働性等を含ませることによって、社会構造の変化に対応できる問題解決型能力の育成に

資する「量より質」を重視したカリキュラム（教育課程）の編成が提言されている。「Education2030」

の能力概念と「学力の三要素」の重なりについては、図 1による整理が分かりやすい。また、図 1は、教

育課程企画特別部会（2015）が示した補足資料(4)に示された「カリキュラム・デザインのための概念と

『学力の三要素』の重なり」の図 2とも対応する。 

「資質･能力の三つの柱」 

1.生きて働く「知識・技能」の習得

2.思考力・判断力・表現力等

3.学びに向かう力・人間性等
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図 1 ベネッセ（2016）「「Education2030 プロジェクト」の能力概念と「学力の三要素」の重なり」

VIEW21 教育委員会版 vol.2、p.4 より抜粋 

図 2 教育課程企画特別部会補足資料（4）（2015）「カリキュラム・デザインのための概念と

「学力の三要素」の重なり」p.165 より抜粋 
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OECD 教育局シニア政策アナリストの田熊（2016）は、「キャリアガイダンス vol.412 」(2016.5 リク

ルート進学総研)の特集記事「OECD が考える EDUCATION 2030」において、「行動を生み出すに至る知

識・技能・コンピテンシー等の相関関係」（図 3）と「2030 年の社会を生きていくために必要な力」（図

4）を以下のように整理している。

図 3 田熊（2016）「行動を生み出すに至る知識・技能・コンピテンシー等の相関関係」 

キャリアガイダンス vol.412、p.32 より抜粋

図 4 田熊（2016）「2030 年の社会を生きていくために必要な力」 

キャリアガイダンス vol.412、p.33 より抜粋
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（２）「第３期教育振興基本計画」を読み解くキーワード:「超スマート社会」と「ロジックモデル」 

 次に、文部科学省が単独で実施する教育改革に対して、閣議決定で策定される政府の計画である「第３

期教育振興基本計画」が 2018 年 3 月 8日に答申された。これは、2018～2022 年度に実施される。教育振

興基本計画は、教育基本法 17 条に基づき、我が国の教育振興に関する施策を総合的・計画的に推進する

ための政府による国の計画である。 

 「第３期教育振興基本計画」は、第１部「我が国における今後の教育政策の方向性」と第２部「今後５

年間の教育政策の目標と施策群」で構成されている。第１部では、今後の教育政策に関する基本的な方針

として、(1)夢と志を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力を育成する、(2)社会の持続的な発展を

牽引するための多様な力を育成する、(3)生涯学び、活躍できる環境を整える、(4)誰もが社会の担い手と

なるための学びのセーフティネットを構築する、(5)教育政策推進のための基盤を整備する、の５項目を

掲げている。第２部では、第１部の基本的な方針について、「確かな学力の育成」など 21 の政策目標を

掲げ、それを測定する指標と参考指標を例示し、具体的施策群を示している。 

 「第３期教育振興基本計画」を読み解くキーワードとして、「超スマート社会」と「ロジックモデル」

を挙げることができる。超スマート社会（Society5.0）とは、政府の第５期科学技術基本計画で用いられ

た言葉で、(1)狩猟社会、(2)農耕社会、(3)工業社会、(4)情報社会に続く、人類史上５番目の新しい社会

を意味する。そこでは IoT（Internet of Things）、ビッグデータ、人工知能、ロボット等をはじめとす

る技術革新が一層進展し、社会や生活を大きく変えていく未来像がイメージされている。超スマート社会

の中で「人生 100 年時代」を豊かに生きていくためには、教育を通じて生涯にわたる一人一人の「可能

性」と「チャンス」を最大化することを今後の教育政策の中心に据えて取り組む必要があるとする。ロジ

ックモデルとは、主として行政評価の分野で使われている手法で、ある施策がその目的を達成するに至る

までの論理的な因果関係を図表化したものである。具体的には、インプット（投入）→アウトプット（結

果）→アウトカム（成果）という政策の流れについて、その因果関係が妥当であるかどうかの観点から論

理的評価を行うものである。「第３期教育振興基本計画」では、客観的な根拠を重視した教育政策の推進

を図る観点から、教育政策の企画・立案段階において、目標と具体的な施策を総合的かつ体系的に示すロ

ジックモデルの活用を図っている。当然のこととして、「第３期教育振興基本計画」が求める育成すべき

資質・能力と、文部科学省が進める教育改革における育成すべき資質・能力に齟齬はない。ただ、「第３

期教育振興基本計画」の「今後５年間の教育政策の目標と施策群（ロジックモデル）」に取り上げられて

いる目標と施策群に示されている〈主として高等教育段階〉における「問題発見・解決能力の修得」につ

いては、強く意識する必要がある。本学部の能力指標「育成したい学生像」は、「問題発見・解決能力の

修得」を中核に調整することが好ましい。 

 

３．奈良学園大学人間教育学部の根幹となる三つの方針 ―ＡＰ・ＣＰ・ＤＰ―（執筆者：伊崎） 

 本学部は、中央教育審議会答申（2005）｢我が国の高等教育の将来像｣において提言された｢高等教育の

個性、特色の明確化｣、｢高等教育の質の保証｣、｢高等教育機関の在り方｣を踏まえて設置されている。本

学部・学科の主たる機能は、教養教育及び質の高い専門教育を行うことによって、豊かな「人間力」に基

づく、柔軟な「教育力」と高度な「実践力」を備えた「教育者」を育てることである。ただし「教育者」
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とは「学校教育に直接関わる教員」のみを示すものではない。「教育者」としての資質･能力を幅広く発

揮し、社会に貢献できる人材育成を目ざしている。従って卒業後の進路としては、学校教員はもとより、

公務員、一般企業を含む幅広い選択肢を保障する。 

 また、本学部の根幹となる方針である「設置の趣旨」において策定した「アドミッション・ポリシー

（入学者の受け入れ方針）」、「カリキュラム・ポリシー（教育内容・方法の方針）」「ディブロマ・ポ

リシー（卒業認定・学位授与に関する方針）」は、以下に挙げる答申等の内容をふまえている。

・「教育振興基本計画について－『教育立国』の実現に向けて－」中央教育審議会答申（2008/4/18）

・「学士課程教育の構築に向けて」中央教育審議会答申（2008/12/24）

・「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する

大学へ～」中央教育審議会答申（2012/8/28）

・「第 2期教育振興基本計画について」生涯学習政策局政策課教育改革推進室答申（2013/4/25）

・「第 2期教育振興基本計画(対象期間：平成 25 年度～平成 29 年度)」閣議決定（2013/6/14）

 本学部が育成する「人間力」、「教育力」、「実践力」を支える資質･能力としては、以下の答申等に

示された内容を反映させている。「人間力」、「教育力」、「実践力」の汎用性は高く、例えば、前掲の

「2030 年の社会を生きていくために必要な力」（図 4）と重なり合っていると見なすことも可能である。 

【学士力】中央教育審議会答申（2008）「学士課程教育の構築に向けて」 

①知識、理解：専門分野の基礎知識の体系的理解、他文化・異文化に関する知識の理解、人類の文化・社会と自然

に関する知識の理解

②総合的な学習経験と創造的志向：獲得した知識・技能・態度等を総合的に利用し、自らが立てた新たな課題に

それらを適用し、その課題を解決する能力

③汎用的技能：コミュニケーションスキル、数量的スキル、情報リテラシー、論理的思考力、問題解決力

④態度、志向性：自己管理力、チームワーク、リーダーシップ、倫理観、市民としての社会的責任、生涯学習力

【社会的・職業的自立、社会・職業への円滑な移行のための「基礎的・汎用的能力」】 

中央教育審議会答申（2011）「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」 

「人間関係形成・社会形成能力」、「自己理解・自己管理能力」、「課題対応能力」、「ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ能力」 

【グローバル人材に必要な資質】グローバル人材育成推進会議（2012）「グローバル人材育成戦略」審議まとめ 

「語学力・コミュニケーション能力」、「主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感」、

「異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー」、及び「幅広い教養と深い専門性、課題発見・解決能

力、チームワークと（異質な者の集団をまとめる）リーダーシップ、公共性・倫理観、メディア・リテラシー」など 

【人間力】人間力戦略研究会（内閣府）（2003）「人間力戦略研究会報告書」 

○知的・能力的要素：「基礎学力（主に学校教育を通じて修得される基礎的な知的能力）」、「専門的な知識・

ノウハウ」を持ち、自らそれを継続的に高めていく力。また、それらの上に応用力として構築される「論理的

思考力」、「創造力」など

○社会・対人関係力的要素：「コミュニケーションスキル」、「リーダーシップ」、「公共心」、「規範意識」、

「他者を尊重し切磋琢磨しながらお互いを高め合う力」など 

○自己制御的要素：「意欲」、「忍耐力」、「自分らしい生き方や成功を追求する力」など

【社会人基礎力の 12 の能力要素】社会人基礎力に関する研究会（経済産業省）（2007）「社会人基礎力（平成 18 年 

社会人基礎力に関する研究会（経済産業省））（別紙参考６）」 

①前に踏み出す力（アクション）：主体性、働きかけ力、実行力

②考え抜く力（シンキング）：課題発見力、計画力、想像力

③チームで働く力（チームワーク）：発進力、傾聴力、柔軟性、状況把握力、規律性、ストレスコントロール力

191育成したい「学生像」の明確化、能力指標構築の試み



本学部の根幹となる三つの方針に基づく教学マネジメントの PDCA サイクルの取り組みを強化する必要

がある。「第３期教育振興基本計画」が指摘する以下の内容を具体化する取り組みとなる。 

 

・単なる授業改善にとどまらず、卒業後の出口も十分に意識しながら、大学として体系的で組織的な教育活動の

展開、問題の発見・解決に向けた学生の能動的・主体的な学修を促す取組の充実、教員と学生の対話に基づい

た教育の推進、学修成果の可視化や PDCA サイクルによるカリキュラム・マネジメントの確立等に取り組むこと

が必要である。(p.21) 

・高等学校段階以降においては、地域や産業界との連携の下、職業において求められる知識や技能、技術に関す

る教育の充実を図り、今後の社会的・職業的自立の基盤となる基礎的・汎用的能力や、生涯にわたり必要な学

習を通じて新たな知識や技能、技術を身に付け、自らの職業人生を切り拓いていく原動力を育成することが重

要である。(p.22) 

 

 「問題発見・解決能力の修得」は、「基礎的・汎用的能力」に支えられている。「課題発見力」、「課

題分析力」、「計画実行力」、「検証力」といった「問題発見・解決能力」に直結する能力だけではな

く、それらが有効に発揮されるためには、「Education2030」の能力概念(図 1)や、「行動を生み出すに

至る知識・技能・コンピテンシー等の相関関係」(図 3)、「2030 年の社会を生きていくために必要な力」

(図 4)を、本学部が育成する「人間力」、「教育力」、「実践力」に照らして整理することが妥当であろ

う。さらに、「今後５年間の教育政策の目標と施策群（ロジックモデル）」に示されている「測定指標」

(学修時間の充実等、学生の学修に対する取組・態度の改善)については、①大学における授業が学生の能

力形成に役に立ったかについての肯定的な評価の増加、②大学の授業が学生の能動的な学修（アクティ

ブ・ラーニング）を促す形態（少人数クラス、演習・ゼミ形式等）になっている割合の増加、③学生の問

題発見・解決能力の育成につながる機会の増加（TA を配置する大学の割合の増加）等が測定指標の候補

として挙げられていることにも留意したい。 

 

４．奈良学園大学人間教育学部における「育成したい学生像」の能力指標の構築（執筆者：岡野・岡村） 

（１）「育成したい学生像」の構造について（執筆者：岡野） 

本学部の根幹となる方針である「設置の趣旨」において策定した「アドミッション・ポリシー（入学者

の受け入れ方針）」、「カリキュラム・ポリシー（教育内容・方法の方針）」「ディブロマ・ポリシー

（卒業認定・学位授与に関する方針）」の説明は、上述した通りである。「育成したい学生像」の能力指

標作成にあたっては、岡野、伊崎、岡村の３人で検討した。 

作業手順は、以下である。第１に、本学の建学の精神、教育理念、本学の使命目的、「アドミッショ

ン・ポリシー」（以下、AP）、「カリキュラム・ポリシー」（以下、CP）、「ディブロマ・ポリシー」

（以下、DP）、これまでに我が国にて提唱されてきたキャリア形成に関する諸能力の指標（人間力

（2003）、社会人基礎力（2006）、就業基礎能力（2007）、学士力（2008）、職業的（進路）発達（キャ

リア発達）に関わる諸能力（2012））、本学が作成している履修カルテの能力指標（①学校教育について

の理解、②子どもについての理解、③他者との協力、④コミュニケーション、⑤教科・教育課程に関する

基礎知識・技能、⑥教育実践、⑦課題探究）、「Education2030」（2018）の資料を集めた。第２に、3

つの AP、7つの CP、7つの DP および履修カルテの 7つの能力要素を抽出し、我が国にて提唱されてきた

キャリア形成に関する諸能力の指標、「Education2030」（2018）を参考として能力項目を立て、第３
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に、本学部が育成する「人間力」、「教育力」、「実践力」を基軸として構造化した。検討の結果、「人

間力」に自己理解・自己管理能力、人間関係形成・社会形成能力、基礎的知識・技能を、「教育力」に論

理的思考力・創造力、課題対応能力を、「実践力」に専門的知識・技能、キャリア形成能力の項目を立て

た。（図 5） 

 

建学の精神 

高度な専門学術知識に裏付けられた実践力を有する有能な人材を教育・養成し、 

地域社会及び社会全体の発達・発展に貢献する 

 

 

 

 

 

 

 

アドミッション・ポリシー（ＡＰ） 

（入学者の受け入れ方針） 

カリキュラム・ポリシー（ＣＰ） 

（教育内容・方法の方針） 

ディブロマ・ポリシー（ＤＰ） 

（卒業認定・学位授与に関する方針） 

1.教職への意欲や関心があり、教育

を通して社会の未来に貢献する意

欲のある人 

 

2.教育の専門家としての確かな力量

を獲得するため積極的に学び続け

る意欲のある人 

 

3.豊かな人間性や社会性、常識と教

養をはじめ協調性や創造性を深め

る意欲がある人 

1.広く豊かな社会的常識をもち、 

人間的社会的に成熟した人を育て

る教育 

2.教育に対する使命感と情熱をも

ち、子どもと教育的な関係を築く

力をつける教育 

3.教育の専門家として各教科の内容  

及び指導法を実践的に深める教育 

4.個々の子どもを理解し一人一人を

生かすとともに集団を指導する力

を身につける教育 

5.自己教育力をもち、セルフマネジ

メント能力と生涯学習能力を身に

つける教育 

6.学校内外の人々と連携しチームと

して活動できる力を身につける教

育 

7.日本の伝統文化を深く理解し、 

国際的な感覚を身につける教育 

1.広く豊かな社会的常識をもち、 

人間的社会的に成熟している 

2.教職に対する使命感をもち、児童

生徒に教育的な愛を持って接する

ことができる 

3.学校現場の様々な教育課題に適切

に対応し、チームとして行動する

ことができる 

4.子どもの発達に応じて授業を構想

し指導を工夫する教育の専門家で

ある。 

5.自己の学習を振り返り、理論と 

実践を結びつけた研修を継続的に

できる 

6.保護者や地域の人等、学校外の人

等と広く連携する力を身につけて

いる 

7.日本の伝統文化を深く理解し、 

国際的な感覚を身につけている 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育理念 

現実に立脚した学術の研究と教育を通じて、明日の社会を開く学識と実務能力を兼ね備えた指導的人材の育成を

目指し、時代の進展に対応し得る広い視野と創造性をつちかい、誠実にして協調性のある心身ともに豊かでたく

ましい実践力を持った人材を養成する 

本学の使命・目的 

教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、高等学校教育の基礎の上に広く一般教養を授けるとともに、

社会で必要な実務能力を備え、自らの目標を達成するための実践力を有する人材を育成するために必要な教育・

学術研究の遂行によって、社会の発展に寄与することを目的とする 

※これまでに提唱されてきたキャリア形成に関する諸能力の指標 

 ・人間力（2003）、社会人基礎力（2006）、就業基礎能力（2007）、学士力（2008）、 

職業的（進路）発達（キャリア発達）に関わる諸能力（2012） 

※履修カルテ：①学校教育についての理解、②子どもについての理解、③他者との協力、 

④コミュニケーション、⑤教科・教育課程に関する基礎知識・技能、⑥教育実践、 

⑦課題探究 

※「Education2030」3 つの力 

・新しい価値を創造する力（Creating new value）：新しい製品やサービス、新しい社会モデルを 

他者と協力して産み出す力。適応性、創造性、好奇心、他者をオープンに受け入れる心 

・緊張とジレンマの調整力（Reconciling tensions and dilemmas）： 

平等と自由、自立性と地域利益、変革と継続性など様々な競合する需要間のバランスをとる力 

・責任をとる力（Taking responsibility）： 

自らの行動の将来の結末を考慮する力、自分の仕事の成果について責任をもって説明できる力、 

自ら評価できる力、自己効力感、責任感、問題解決能力、適応能力など 
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能力中項目（キャリア形成に関する諸能力 

「Education2030」（2018）から） 
能力細項目（AP・CP・DP、履修カルテから） 

豊かな人間力 

①自己理解・自己管理能力 （AP1）（AP2）（CP5）（DP5） 

②人間関係形成・社会形成能力
（AP3）（CP1）（CP2）（CP6）（DP1）（DP2）（DP3）

（DP6）（履修➂）（履修④） 

③基礎的知識・技能 （CP1）（CP7）（DP1）（DP7）（履修⑤） 

柔軟な教育力 
④論理的思考力・創造力 （AP3）（DP4）（履修⑦） 

⑤課題対応能力 （CP4）（DP3） 

高度な実践力 
⑥専門的知識・技能

（CP2）（CP3）（CP4）（DP2）（DP4）（履修①）

（履修②） 

⑦キャリア形成能力 （AP・CP・DP1～6）（履修⑥） 

図 5 「育成したい学生像」の能力抽出および構造化 

（２）「育成したい学生像」の能力指標測定における観点について（執筆者：岡村）

「育成したい学生像」の能力指標測定において、留意すべき点を３点挙げる。 

 第１に、測定される側の発達水準を考慮するという点である。本学の使命・目的には「高等学校教育の

基礎の上に広く一般教養を授ける」とあるように、高等教育機関における高度な専門学術知識を得るため

には、高等学校までに習得することが望まれる基礎的知識等が必要である。すなわち、ある学習に対する

特定の準備が整っている状態（レディネス readiness）であるか否かの見極めが必要であろう。ただし、

レディネスが成立するまで成熟を待つわけではない。発達の最近接領域を提唱したヴィゴツキー（2003）

は、外部環境からの働きかけによって、レディネスは促進される可能性があることを指摘した。それ故、

他者との協調性をもって問題解決に取り組もうとする姿がみられることも重要であろう。そのためには、

人間関係形成能力が欠かせないと考えられる。以上の指摘から、能力指標測定において、まず「基礎的知

識・技能」及び「人間関係形成・社会形成能力」の２項目の習得有無を優先してみていくことが重要であ

ろう。 

 第２に、人間教育のあり方や目指す方向性を能力指標に反映させることである。先にも述べたとおり，

梶田（2014）は、人間教育とは、教育目標にかかわる面と、教育の具体的なあり方に関する面との２つの

面を持つとし、教育の基本的な目標は、自己実現としている。各個人が自らの「自己実現」を達成するた

めには、今何が求められるかを自覚する必要があろう。それ故、「自己理解・自己管理能力」は「自己実

現」に向けた方向づけの指標として見ることができると考えられる。また、梶田（2014）は、〈我々の世

界〉（世の中）で活躍できる諸能力を育成していくことは、教育の本質的かつ不可欠の課題である一方、

〈我の世界〉（その人の独自固有な世界）を土台づけられることの重要性を指摘している。すなわち、本

人の主体的な意思が重要であり、それが欠けている場合、例え社会で活躍をしていたとしても、ただ社会

の要請の中で求められるがまま応じているだけで、矮小化された偏狭な形で〈我々の世界〉を生きている

に過ぎない。それ故、指標には、自分の意志・判断で行動しようとする態度を示す「主体性」という視点

が必要であろう。浅海・野島（2001）は、主体性概念として、①積極的な自発的行動、②自己決定力、③
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自己表現の３点を挙げている。具体的には、①は人に言われることなく進んで新しいことをどんどん取り

組もうとするなど、自発性を中心とした行動・態度、②他者に左右されることなく自分の判断に責任をも

つこと、③言語的な表現（口頭発表や文章表現）を中心としながら、絵や身体表現等を含めて外界に向け

て表現する力を指す。これらは特に AP3、CP1、DP1 と深くかかわりがあると考えられる。 

 第３に、能力の「芽生え」（ショプラー；2007）に注目するという点である。能力指標においては、

「できる」「できない」の２分法で捉えられる傾向にあるが、両者の間には「できかけている」過程が存

在すると考えられる。「できかけている」背景には、他者の援助を受けてできる、意欲・関心を持とうと

する意志が示されている、完全には身についていないが未熟ながらも身につこうとしているなどが想定さ

れる。実際の能力指標測定においては、この「できかけている」状態を見極め、いかに「できる」状態に

引き上げられるかを考えていくことが重要であろう。 

 以上の観点から、実際の能力指標を試みた項目を表○に示す。なお、［ ］内の文言は場合により省略

可能とするもの、（ ）内の文言は、教育職以外の職業に就く者を想定している。上述の通り、人間教育

学部は卒業後の進路として、学校教員はもとより、公務員、一般企業を含む幅広い選択肢を保障してい

る。それ故、教育職以外の職業に就く者にも適合できるように項目の文言を調整した。 

表 2 「育成したい学生像」の能力指標 

細 

項 

目 

「育成したい学生像」の能力指標 

本学部が育成する基軸 

人間力 教育力 実践力 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

AP1 教職に就く（就職する）ことに意欲や関心がある ○ 

AP1 ［教育を通して］自らが未来の社会に貢献しようとする意欲がある ○ 

AP2 
教育の専門家としての（自らの就職分野で求められる）確かな力量を獲得

するため積極的に学び続ける意欲がある 
○ 

AP3 

CP1 

DP1 

広く豊かな社会

的常識を持とう

とする 

何にでも興味関心を持とうとする ○ 

自らの意見を持ち、かつ他者と協調しようとする ○ 

人とは異なるアイデアを考えようとする ○ ○ 

CP1 

DP1 
人間的社会的に成熟している ○ ○ 

CP2 

DP2 
教育（就職先の職業）に対する使命感をもっている ○ ○ 

CP2 

DP2 
教育（就職先の職業）に対して情熱をもっている ○ ○ 

CP2 

DP2 
子ども（ステークホルダー）と［教育的な］関係を築く力がついている ○ ○ 

CP3 
教育（就職先の職業）の専門家として各教科の内容及び指導法（職業に求

められる技能）を実践的に深められている 
○ 

CP4 個々の［子どもの］状況を理解する力を身につけている ○ ○ 

CP4 集団を指導する力を身につけている ○ ○ 

CP5 自己教育力のためのセルフマネジメント能力を身につけている ○ 

CP5 その場限りではなく、将来を見据えて学ぶ能力を身につけている ○ 

CP6 

DP3 
他者とチームを組んで活動できる力を身につけている ○ ○ ○ 

CP6 

DP6 
学校内外の人々と連携する力を身につけている ○ ○ 

CP7 日本の伝統文化を深く理解している ○ 
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DP7 

CP7 

DP7 
国際的な感覚を身につけている   ○     

DP3 学校現場の様々な教育課題（職場における問題）に適切に対応できる  ○   ○   

DP4 
子どもの発達に応じて授業を構想し指導を工夫する教育の（ステークホル

ダーのニーズに応じて適切な提案や工夫をする）専門家である 
   ○  ○  

DP5 自己の学習を振り返り、自らに必要なものは何か自覚できている ○       

DP5 理論と実践を結びつけた研修を継続的に行っている ○       

履 1 学校教育についての理解が進んでいる      ○  

履 2 子どもについての理解が進んでいる      ○  

履 3 他者との協力を身につけている  ○      

履 4 コミュニケーション能力を身につけている  ○      

履 5 教科・教育課程に関する基礎知識・技能を身につけている   ○     

履 6 教育実践する力を身につけている       ○ 

履 7 自らの課題を探究している    ○    

 

５．おわりに 

能力指標の作成にあたり、社会から求められる資質・能力を概観し、本学における建学の精神や教育理

念、AP・CP・DP の整理、そして、「人間教育」という理念を具現化するための観点について検討した。

今後の検討課題として，上述の観点をもとに，本学の各教科のシラバスに反映をする必要があると考えら

れる。文部科学省（2017）は，平成 27 年度の大学における教育内容等の改革状況について調査を行い，

その結果，学部段階において、シラバスで準備学修に関する具体的な指示を記載している大学数は平成

24 年では 410 大学（全体の 55％）であったのに比して，平成 27 年では 585 大学（同 78％）であった。

また，履修系統図（カリキュラムマップ、カリキュラムチャート）2を活用している大学数は，平成 24 年

では 353 大学（全体の 48％）であったに比して，平成 27 年では 471 大学（同 63％）であった。今後，本

大学でもシラバスや履修系統図の作成を行うことで，本学の育成したい学生像を明確化することが求めら

れると考えられる。これからの時代、多くの人にとって、大学が最後の教育課程となる。卒業後は、その

多くが職に就いて社会の中で働くことになるため、大学は学生達を社会生活にスムーズに移行させるため

の準備期間としての役割を、より一層担うことになるだろう。その中で、人間教育学部に身を置く教学部

門の立場としては、社会から求められる資質・能力（〈我々の世界〉）を常に見まわしながらも、学生達

が社会の中で、自己の能力を十分発揮し、自己実現に向かわせるための力（〈我の世界〉）をいかに育む

かを常に考え教育に携わることが重要であると考えている。本来であれば、全教職員の意見を集約し、

「育成したい学生像」を検討し、長い時間をかけて創り上げていくものだが、本稿は、その端緒としての

役割となればよいと考えている。今後も、能力指標の検討と精緻化に務め、人間教育学部としての理念を

具現化する方策に尽力したいと考える。 

 

（参考・引用文献） 

                                         
2 学生に身に付けさせる知識・能力との対応関係等を示した科目区分の下に授業科目を構成し、科目区分間、授業科目

間の関係性や履修順序（配当年次）等を示すことにより、授業科目の体系的な履修を促すことを目的とした図を指す

（文部科学省, 2017）。 
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